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は じ め に

加治 ・神前 ・畠中遺跡は、近木川右岸に位置 し、縄文時代 より続 くと考え られ る、本市

最大の遺跡範囲を持っ遺跡であ ります。従前の調査によって幾多の成果が得 られており、

さらに市庁舎周辺地域 において古墳時代 から中世の遺構が数多 く確認 され、当地に古い時

代の中心地があった ことが推定できます。

今回、その中心部に新たな調査のメスが入 り、本遺跡の歴史を明らかにする機会に恵ま

れ、また、本調査報告書 として刊行するはこび となりましたことは、過去の人 々の暮らし

を明らかにすることにおいて有意義なことと考えます。

本書の刊行にあた りま して、皆様の文化財に対するご理解を深めていただ くとともに、

文化財の保護 ・保存、研究の一助 となれば幸いに存 じます。

なお、調査並びに本書作成 にあたり、関係者各位には多大なご理解、ご協力を頂 き、末

筆ではありますが ここに深 く感謝の意を表 します。

貝塚市教育委員会

教育長 福 井 翌 彦



例 口

1.本 書は、貝塚市教育委員会中央公民館、貝塚市役所総合計画部50周 年記念事業準備室

の依頼によ り、大阪府貝塚市畠中1丁 目、石才他地内に所在する加治神前畠中遺跡にお

いて実施 した、(仮 称)市 民文化会館建設に伴 う事前発掘調査の概要報告である。

2.調 査 は確認調査を平成元年12月4日 より12月22日 にかけて、本格的発掘調査を平成3

年1月7日 より11月8日 にかけて実施 した。なお、内業調査にっいては平成4年3月31

日に終了 した。

3.調 査にあたって は、貝塚市教育委員会中央公民館、貝塚市役所総合計画部50周 年記念

事業準備室、建設部建築課より多大な理解 と協力を得た。また、試掘調査にあたっては

貝塚市教育委員会社会体育課に協力を得た。記 して感謝の意を表す。

4.発 掘調査は貝塚市教育委員会社会教育課、学芸員前川浩一が担当し、三浦 基、上野

裕子が補佐 した。

現地 ・内業調査および本書作成にかか る諸作業にっいては、下記の諸氏の参加を得て

実施 した ものである。

上東 東 梅本 輝雄 河瀬 圭輔 清水 久子 下中 良仁

田代 自子 田渕 広巳 塚本 香織 中辻 澄子 藤井記代美

古家 拓実 辻 栄子 辻 珠代 橋本 淳 森川 清吾

森川 裕子 森村 紀代

5.本 書の執筆編集は前川が行 った。

6.遺 物写真撮影は前川が行 った。

7.出 土遺物、調査記録は貝塚市教育委員会において保管 している。

8.調 査 ・整理等にあたっては次の方々のご教示を得た。記 して感謝の意を表す。(敬称略)

石神 怡 岩崎 二郎 森屋 直樹 鈴木 陽一 吉川 和則

森村 健一 坪之内 徹 乾 哲也 西岡 巌 水野 正好
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第1章 調査に至る経過

貝塚市役所では、平成5年 市制50周 年を迎え、その記念事業の一環として(仮 称)市 民

文化会館建設を計画 し、平成3・4年 度建設、平成5年 オープ ンという全体案が決まった。

そこで、平成元年度、事業担当の貝塚市教育委員会中央公民館と社会教育課 との間におい

て、この計画に対す る埋蔵文化財の取 り扱いにっいて調整を開始 した。

開発予定地は周知の遺跡、加治神前畠中遺跡 に含まれ、従前の調査によって古墳時代か

ら近世 にかけての遺構が集中す る部分であることが明 らかとなっている。 したがって、今

回の開発地 も多数の遺構が検出されることは明 らかとなっている。 したが って、今回の開

発において も多数の遺構が検出され ることは明 らかであ った。そこで協議を行 った結果、

建設工事によって破壊を受ける部分を事前に全面発掘調査す ることの合意をみた。

全面発掘調査を実施するにあた り、開発予定地の状況を明 らかにし、発掘調査工事のた

めの資料を得るために確認調査を実施 した。開発予定地は市民 グラウン ドとして利用 され

ていることか ら、中央公民館、社会体育課、社会教育課の3者 にて協議 し、利用者の少 な

い時期の平成元年12月 に実施す ることとなった。確認調査は平成元年12月4日 より12月22

日にかけて実施 した。調査区を9ヶ 所、面積約550㎡ を設定 して行 った結果、全面にて中

世の遺構、遺物包含層を確認 し、南西部分からは奈良時代等の遺物が多数出土 した。

この結果を もとに、事業担当課 と協議 した結果、建設 によって破壊される約7,300㎡ に

ついて本格的発掘調査を実施す ることの合意に達 した。

発掘調査は市民グラウン ドの移転を待 ち、平成3年1月7日 から着手 し、建設工事の関

係か ら同年8月 末終了を目途という要求を受けたが、後に述べるように多数の遺構を検 出

し、期間延長を余儀な くされ、結果的には同年11月8日 までの約10ヶ 月の期間をかけて実

施 した。調査面積に対 して調査期間が極端に短いため、実施にっいては困難を極めたが、

多 くの成果が得 られた。
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1.沢新出遺跡2.沢 海岸遺跡3.沢 遺跡5.長 楽寺跡7、 丸山古墳8.地 蔵堂廃寺9.下

新出遺跡16.河 池遺跡19.泉 州麻生塩壼出土地20.堀 遺跡21.橋 本遺跡22.貝 塚寺内町
遺跡23.加 治神前畠中遺跡24.明 楽寺跡25.沢 共同墓地遺跡26.沢 西出遺跡27.沢 海岸北

遺跡28.沢 城跡29.新 井鳥羽遺跡30.新 井ノ池遺跡34.澱 池遺跡35.積 善寺遣跡51.窪 田

遺跡57.堤 遺跡58.小 瀬五所山遺跡59.石 才遺跡60.王 子遺跡66.脇 浜遺跡67.今 池遺跡
70.石才南遺跡72.地 蔵堂遺跡73.名 越西遺跡75.新 井鳥羽北遺跡78.沢 西遺跡79.王 子西

遺跡80.津 田遺跡82.福 田遺跡86,麻 生中出口遺跡87.小 瀬遺跡88.堤 三宅遺跡

図1貝 塚市 遺 跡分 布図
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第2章 位 置 と 環 境

加治神前畠中遺跡は、貝塚市のほぼ中央を縦断する近木川右岸の段丘上に位置 し、東西

約1,500m、 南北約1,200mの 範囲に広がる集落跡である。遺跡マーク地内の約半分は農

地として利用 されている。 しかし、遺跡中央を縦断 して都市計画道路が建設されたため、

現代まで農地 として保存 された遺跡が、道路周辺の個別開発によって大き く破壊され始め

ている。海抜は約10～21mを 測る。

周辺に散在する遺跡としては、北には中世末から近世にかけて繁栄 した貝塚寺内町遺跡、

西の段丘下面には近年の調査にて縄文時代晩期の土器が多数出土 した脇浜遺跡、段丘上で

は中世の集落跡、中世末の城郭跡である沢城跡、弥生時代 ・奈良時代 ・中世の集落跡であ

る沢遺跡、中世の集落跡である澱池遺跡等が存在する。さらに南には全長約70mを 測 る前

方後円墳である国史跡丸山古墳、その周辺には5世 紀代の埋没古墳群、中世の集落跡の地

蔵堂遺跡、東には古墳時代の集落跡 と思われる今池遺跡等が存在す る。周辺は地理的条件

図2調 査 地 位 置 図
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を活かし、縄文時代以降、永続的に発展 した地域である。(図1)

本遺跡では数多 くの調査が行われている。現状で住宅地となっている北西部における調

査が件数では大部分を占めるが、調査規模の大 きさでは貝塚市役所庁舎周辺が圧倒的に大

きい。従前の調査では北西部では中世を中心 とした遺構が検出されており、市庁舎周辺で

は古墳時代～中世にかけての集落が確認されてお り、遺跡内の変遷の傾向が存在する。た

だ、本遺構の中央部分 は窯業の粘土採集により大幅な削平を肇けているため、遺構の存在

等について不明な点が多 く、調査の傾向がそのまま歴史的事実 とするには問題がある。

市庁舎周辺では先に述べたとお り古墳時代以降の集落跡が検出されている。大部分が都

市計画道路建設に伴 うものである。市庁舎南西部の貝塚中央線建設に伴 う調査では6世 紀

代の集落跡が検出され、市庁舎北西側の鳥羽畠中線の調査では、主に古墳時代 ・平安時代

の集落跡 を検 出している。また、近年の市庁舎周辺整備に伴 う調査では、古墳時代の遺構、

奈良時代 の集落跡、平安時代の集落跡を検出した。 このように、市庁舎か ら西側の部分 は

古墳時代以降集落 として利用 されていたことが明 らかとな りっっある。

今回の調査地はこれ ら集落跡が集中する東側の地点にあたり、海抜約20mを 測る、貝塚

市畠中、石才他地内である。(図2)
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第3章 調 査 成 果

1.調 査 の概 要

調査 は建設計画に基づき、予定地内に東西約110m、 南北80m、 面積7,300㎡ の調査区

を設定 して実施 していった。調査面積が大きいため細分 して調査を実施すべ きであったが、

調査期間の関係から2分 割 にて調査を行い、東側を第1区 、西側を第2区 とし、第1区 を

4,000㎡ 、第2区 を3,400㎡ に分けて実施 した。

調査区において北に対 して西へ35° 振 ったラインを基準とした10×10mの 区画を設定 し、

東西に13区 画を設けA～Mの 記号を与え、南北に12区 画を設け1～12の 番号を与えた。

調査では調査区のほぼ全域において遺構を検出 した。基本的には第6層 上面 と地山面上

にて検出 しているが、部分的に他の包含層上面よりもいくつかの遺構を検出 している。大

図3 調 査 区 地 区 割 図
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部分が鋤溝などの浅い遺構であ り、遺構内からの遺物出土量は少な く時期の判定等問題点

が多い。(図3)

2.基 本 層 序

図4調 査地基本土層柱状図

調査区における基本層序 は、大まかに6層

に分別できる。現代盛土(約30cm)、 耕作土

(約8cm、 約10c皿)の 下に上か ら順に、層厚

約12cmを 測る淡灰色砂質土、層厚約22cmを 測

る灰茶色砂質土、層厚約10cmを 測る白灰色砂

質土(第5層)、 層厚約15cmを 測る暗灰紫色

粘質土(第6層)が 堆積する。地山は大部分

が暗黄色粘土であるが、南部は礫混 りに変わ

る。淡灰色砂質土は部分的にか存在 しないた

め下層の灰黄色砂質土 と同一 として扱い第4

層 とした。(図4)

第5層 までについては全面に広が っている

が、第6層 にっいては第1区 北東側と第2区 北西半に存在 し、中央部分には認められない。

掘削は第4・5層 を一括 して行 った。

調査区の現地表面はT.P.19.9～20.2mを 測 り、地山面はT.P.19.5～18.5mを 測 り、

東から西へゆるやかに下ってい く。

包含層の時期については、第4層 が15～16世 紀頃まで、第5層 が13～14世 紀頃まで、第

6層 が平安時代頃までのものであることが出土遺物か ら考え られる。遺構から見ると、第

4層(淡 灰色砂質土)上 面か ら近世末頃の溝が掘削され、第6層 上面では中世のスキ溝、

溝が、地山上では奈良時代以前の溝等が掘削されているなど一致す る。

3.検 出 遺 構

調査では第6層 上面、地山面において多数の遺構を検出 した。大部分が中世の鋤溝であ

るたあ、遺構内出土遺物量は少な く時期を確定できるものは少ない。

遺構の分布の傾向としては、調査区北東部、南東部の両側 に奈良時代等古い時代の もの

が存在 し、中央部分に中世、近世の ものが存在 している。(図5)
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図5遺 構 配 置 図
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以下、調査によって明 らかとなった主なものにっいてその概要を示す。

SD-209、210、211(図6、 図版7)

本遺構群は豆区K-6～J・K-11区 にて検出 した溝である。重複 して存在 しているた

め、上面にて分枝 している部分にそれぞれ遺構名を付けた。

209はK-6～8区 の部分である。幅約1m、 検出長約30m、 深 さ約30～40cmを 測る。

埋土は上層が黒褐色粘土、下層が茶褐色細砂である。遺物 は弥生時代後期甕底部、須恵器

杯蓋が出土 している。

210はK-6～8区 の209北 東部分である。幅0 .5～1m、 検出長約28m、 深 さ15～20

C-Dを測る。埋土は上層が黒褐色粘土、下層が茶褐色細砂である。遺物は下層より209と 接

合す る須恵器杯蓋、須恵器甕が出土 している。

211はK-9～J・K-11区 にかけてである。幅約2 .5m、 検出長約24m、 深さ約10c皿

を測 る。埋土 は上層が黒褐色粘土、下層が茶褐色細砂であり、下層 はごく薄 く堆積する。

遺物 はすべて上層か らの出土であり、209、210の 出土の杯蓋と接合する須恵器、弥生時

代後期甕、土師器甕、須恵器杯が出土 している。

209か ら211を 全体で見ると、南東か ら北西へ低 くなり、比高約50cmを 測 る。埋土 は同

一であり、時期差を もっ と云 うより短期間に流れが変化 した同一の溝と考え られる。出土

遺物 もそれぞれ混 ざり合 ってお り、古い遺物については混入の可能性が高い。また、遺物

は包含層出土のものとも接合 し、大幅に上面削平を受けているものと思われる。埋没時期

は7世 紀頃と思われる。

SE-201(図7、 図版8・9)

本遺構 は亘区L-7区 にて検出した井戸である。掘形上面 は短軸約4m、 長軸約4.5m

下面直径約1m、 深さ約1.8mを 測 る。中心からやや南東によった部分に井戸枠を もち、

短軸約70㎝ 、長軸約80cm、 深さ120cmを 測 る。井戸枠 は5枚 の板材で構成 されており、3

枚は曲 った もの、2枚 は平板を使用 している。また、やや短いものは底部に材木を入れて

いる。板材 は舟材の転用 と思われ る。北側には排水用 と思われる溝SD-208が とりっ く。

掘形埋土は3層 に分別で き、上層が灰黒色 シル ト質粘土礫混 り、中層が黒褐色粘土礫混 り、

下層が淡黒褐色粘土である。下層は木葉が多量に含まれる。井戸枠内埋土は灰黒色粘土で

ある。遺物は井戸枠内底部より、土師器1点 、つちのこ2点 等木製品、掘形上層より土師
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器皿、須恵器蓋杯等が出土 した。また、掘形中層では多量の土器が出土 し、井戸建設時に

「祭 り」を行 ったよ うである。井戸建設時期 は奈良時代前半であるが、埋没時期は井戸枠

内底部以外遺物が出土 していないため不明である。 しかし、SD-208の 出土状況や井戸

掘形上部の出土状況か ら判断すると奈良時代を下ることはない。

SD-207、208(図7)

本遺構は皿区L-7～K-6区 にて検出した溝である。カク乱により切 られ るため別番

を付けたが、同一溝である。井戸SE-201の 排水溝である。幅70～90cm、 検出長約12m、

深さ約50cmを 測る。埋土は灰黒色粘土である。SE-201よ り北に流れ、比高約10cmを 測

る。遺物 は土師器鍋、た こ壼等が出土 しているが、量 は少ない。

亀SE -201の 井戸枠上部は腐食 しているため、本来の長さにっいては不明であるが、本

溝の深 さが約50c皿であるので、その レベル以上は存在 した ものと思われる。また、井戸掘

形にっいて も、溝と同 じレベルまで掘 り下げ られていたもの と思われる

SX-204

本遺構は皿区K-5区 にて検出した性格不明遺構である。 コモ池に削平を受けているた

め全体の規模は不明だが、短軸約6m、 長軸約12m、 深さ20～50cmを 測る。埋土は暗紫褐

色粘質土 であるが、 グライ化が進み青灰色を呈す る部分が多い。SD-203、206が 流れ

込むように取 りっ く。遺物は須恵器、土師器が多量に出土 した。埋没時期 は奈良時代であ

る。

SD-203

本遺構 はII区J-5～8区 にて検出 した溝である。幅40～80cm、 検出長約42m、 深 さ約

5cmを 測 る。埋土は紫褐色粘土であり、断面 は薄いレンズ状を呈す。比高約30㎝ を測 り、

南東から北西 に流れる。埋土 はSX-204と ほぼ同 じであ り、切 り合いも認められず、S

X-204に 流れ込んでいるものと思われる。遺物は土師器甕、須恵器甕が出土 している。

埋没時期 は奈良時代である。

SD-206

本 遺 構 はII区J・K-6・7区 にて検 出 した溝 であ る。 動物 の巣状 を呈 し、幅10～80cm
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,
図6SD-209、210、211
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図7 SE-201SD-207,208
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図8SD-2、3、4、5、6、7、8、11
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深 さ5～30cmを 測る。埋土 は紫褐色粘土である。比高約50cmを 測 り、南東か ら北西へ低 く

なっている。遺物は土師器甕が出土 している。埋没時期は奈良時代である。

SD-2・3・4・5・ ・6・7・8・10・11(図8図 版10)

本遺構は1区B-8～D-3区 にかけて検出 した溝群である。幅0.6～1m、 深さ5～

30cmを 測 る。埋土は上層が暗紫灰色粘土、下層が灰色細砂ですべて同一である。切 り合い

は上面検出状況、上層断面観察で もまったく確認で きない。SD-11の 東端とSD-5の

西端 との比高は約50c皿を測 り、東か ら西へ流れる。遺物 はSD-4よ り土師器、SD-11

か ら須恵器壷、土師器皿等が少量出土 しただけである。また、SD-11出 土の須恵器 は包

含層、中世大溝等か らも出土 してお り、溝が大 きく削平を受 けていることが云える。埋没

時期は奈良時代後半と思われる。

SD-1(図9図 版11～13)

本遺構 は1区C-3～D-10区 にて検出 した溝である。調査区外に広がるため全体の規

模 は不明だが、幅約2m、 検出長約70m、 深さ40～80cmを 測る。埋土は上層が淡灰色砂質

土、中層が灰色粘土、下層が灰色粘土礫混 りである。検出面からの深さは東が深 く、西が

浅い。深い部分は断面V字 形を呈す。南東から北東にゆるやかに流れ、比高約10cmを 測る。

坪境溝と考え られる。遺物は上層、中層 より瓦器椀、平瓦片、自磁碗等が出土 した。埋没

時期 は13世 紀である。

鋤 溝 群(図10図 版13)

本遺構群 は調査区全面 にて検出 した鋤溝である。包含層第6層 上面 と第6層 の存在 しな

い部分では地山面上にて検出 している。幅40～80c皿、深さ約5cmを 測る。埋土は白灰色砂

質土である。遺物は瓦器椀片、土師器片等細片 となって各遺構か ら出土 している。出土土

器か らは時期差 はないものと思われる。

図10はSD-1と 鋤溝群 との関係を地山面上の もので ピックア ップしたものである。S

D-1と は直接の切り合い関係は認め られず、溝 との方向が北東より、並行、直角、並行

直角 とSD-1に 規整されている等、SD-1と 鋤溝群とは同時に存在 しているものと考

えられる。さらに、方向性から当地には細長 い農地の区画が存在 していたことが明 らかと

なった。
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SD-13(図 版13)

本遺構 は1区G-8～G-10区 にて検出した溝である。耕作土下面、第4層 上面より掘

り込まれている。図示 した部分は地山面上に残った部分である。グラウンドの排水溝など

に削平を受けているが、幅70～90cm、 検出長約22m、 深さ30～50cmを 測る。埋土は暗赤灰

色土であ り、断面 は逆台形を呈す。溝内外 には100本 以上の杭の痕跡がある。遺物は染付

碗等多数出土 した。

SE-2(図 版13)

本遺構 は1区G-8区 にて検出 した井戸である。SD-13を 切 り位置する。直径約1.1

m、 深 さ1.7mを 測 る。埋土は灰色であり、ほぼ垂直に掘 られている。遺物は染付碗、陶

器、平瓦等が上部で出土 している。

SX-9

本遺構 は1区C-8区 にて検出した野壺 と思われるものである。地山面にて検出したた

め上部について は不明だが、掘形短軸1.3m、 長軸1.5m、 深さ10cmを 測 る。中心か ら南

東によった部分 に直径約1mを 測 るオケの痕跡があり、深 さ約20cmを 測る。埋土は掘形が

暗灰色粘土、オケ内は上層が暗黄灰色土、下層が暗灰色 シル トである。遺物は掘形内より

須恵器杯、オケ内より染付碗等が出土 した。

4.出 土 遺 物

本調査では縄文時代か ら近世に至る時期の遺物が出土 した。量的には大部分は土器であ

り、その他石器、鉄製品、銅銭、木製品である。

土器 は弥生時代後期か ら近世にかけての ものが出土 した。やはり中世の ものが最 も多 く

次いで奈良時代の ものが多い。飛鳥時代、平安時代のもの、近世の ものと続 く。大部分が

包含層 出土であ り、保存状況 は不良である。

石器 は少な く、サヌカイ ト片等 も調査面積か らす ると非常に少ない。

鉄製品はすべて包含層か らの出土であ り、釘が主体である。銅銭は12枚 出土 した。 これ

もすべて包含層か ら出土 したものであり、残 りは非常 に悪い。

木製品はSE-201よ り出土 したものが大部分である。船材転用井戸枠、曲物、っちの

こ等が出土 し、その他掘形より板材などが出土 した。
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1淡 灰色砂質土

2灰 色粘土

3黄 色礫 ・.灰色粘土混り

図9SD1
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図10鋤 溝 群
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SD-209(図11、 図版16)

1は 弥生土器甕底部である。保存不良であるが、外面はタタキ、内面 はナデを施す。

2は 須恵器杯蓋である。復元口径12cm、 高 さ4.6cmを 測る。外面天井部は回転ヘラケズ

リ、他は回転ナデを施す。焼成 は不良であ り軽石状を呈す。 この蓋はSD-209か ら211

内で接合関係を有 し、209、210下 層、211上 層より出土 している。

SD-210(図11)

3は 須恵器甕口縁部である。復元口径24.2cmを 測る。体部内面にタタキ当具痕を有す他

は回転ナデを施す。包含層第5層 、第6層 より破片が出土 しており、本溝上部が削平され

ていることが理解できる。

SD-211(図11、 図版16)

4は 弥生土器甕である。復元口径約15.4cmを 測る。口縁部か ら頸部 にかけて保存不良で

あるが、外面は指押えが残 り歪みが大きい。体部外面タタキ、内面ナデを施す。

5は 土師器甕である。保存状態が非常に悪いため調整は不明である。

6は 弥生土器、底部である。保存状態不良のため外面タタキ以外は調整不明。

図11SD-209、210、211
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7は 須恵器杯である。内外面共に回転ナデを施す。

上記土器はいずれも上層出土である。

SE-201(図12～17図 版17・18)

75以 外はすべて掘形内より出土 した ものである。

図12SE-201出 土 土 器
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8～55は 須 恵器 であ る。杯A、 杯B、 杯B蓋 、杯E、 銅鋺形杯 、 同蓋 、壺A蓋 、壼K、

壺 、鉢A、 甕A、 甕C、 た こ壺等バ ラエ テ ィに豊む土 器が 出土 した。量 的に は杯 、杯蓋が

最 も多 く、壺が それ に続 く。

図13SE-201出 土 土 器
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8～13は 杯B蓋 で あ る。8、9、10がA形 態 、その他 がB形 態であ る。復 元 口径 は8が

14.6cm、9が18.4cm、10が14.6cm、12が19cm、13が19.6cmを 測 る。11は 焼 成 が甘 く茶灰色

を呈 し、 それ以外 は焼成 が良 い。

14～17は 銅 鋺形 杯蓋で あ る。 いずれ も調 整焼成 が良好 であ る。環状 のっ まみ は高 台状 に

強 い もの(16)、 丸 みを もつ もの(15)、 細 く弱い もの(14、17)が あ る。 復元 口径 は14が18.6

図14SE-201出 土 土 器
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図15SE-201出 土 土器

Cm、16が18.4cm、17が18.6cmと 近 い数値 を測 る。16は 内面 が黒色 化 して お り、墨が付 着 し

た ため と思 われ る。

18、19、24は 銅 鋺形杯 であ る。18は 外 面 に細 い回転ヘ ラケズ リを施 し、焼成 も良好 であ

る。19、24は 焼 成 甘 く、茶灰 色 を呈 す。 復元 口径 は18が19.4c皿 、19が15cm、24が15 .8cmを

測 る。

20～27は 杯Bで あ る。26はBI、27はB皿 、21、22はBIVと 分 類で き る。21、26以 外 は

焼成 は良好 であ る。26は 内面 が16同 様黒 色化 して いる。復元 口径 は21が13 .2cm、22が12c皿

26が21cln、27が18.6c皿 を 測 る。

29、30、33は 杯Aで あ る。33が 瓦質化 して い る以外、焼 成 は良好 であ る
。復 元 口径 は29

が13.8cm、33が17.8cmを 測 る。

28、31は 杯Eで あ る。31は 非常 に丁寧 に造 られ てお りシ ャー プで あ る。焼成 も良 好で あ

る。28は 底 部外面 に雑 な回転 ヘ ラケズ リを施 し、焼成 もや や甘 い。31は 口径15 .6cm、 高 さ

5.5cmを 測 る。

32は 椀Aで あ る。底 部外面ヘ ラ切 り後 ナデ、他 は回転 ナデを施 す。復元 口径9 .8cm、 高

さ3.6cmを 測 る。

34、35は 壼A蓋 であ る。35は 口縁部 の っ まみ 出 した部分 がすべて欠 けて いる。34 、35共

に 内外面 回転 ナデを施 し、外 面天井部 には薄 く自然 粕がか かる。

36、37は 壺Kと 思われ る。共 に 内外 面 回転 ナ デを施 す。37は 外 面 に沈線 が巡 る。36は 口

径8.6cmを 測 る。

38～41は 壼 であ る。38、40、41は 外 面 回転 ナデ、 内面 はナデ を施 す。39は 内面、外面 頸

部か ら屈曲部 まで に回転 ナデ、体部 外面 は回転 ヘ ラケ ズ リを施す。38、40は2次 焼成 を受
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け内面が変色 している。

42は壺K底 部と思われる。内外面共 に回転ナデを施 しシャープであり、焼成 も良好であ

る。復元高台径9.1cmを 測る。

43は盤である。内外面共に口縁部～体部は回転ナデ、底部外面回転ケズ リ、内面ナデを

施す。焼成は甘 く淡茶灰色である。口径22.2cm、 高さ7,3cmを 測る。

44、45は 鉢Aで ある。44は 外面 にミガキ様の回転ケズリ、内面口縁部回転ナデ、体部～

図16SE-201出 土 土 器
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図17SE-201出 土 土器

底部 に ナデを施す。外面 口縁下約4.5cmは 重 ね焼 の ため黒色化 し、 その他 は茶灰色 であ る。

口縁部 面 には沈 線1条 が巡 る。44は 外面 に回転 ケズ リ、 内面 に回転 ナ デを施 す。焼成 は甘

く淡茶 灰色 であ る。44は 口径19.4c皿 、 高 さ10.9cm、45は 復 元 口径22.2cmを 測 る。

46、47は 皿 で あ る。46は 内外面共 に回 転ナ デを施 し、底部 外面 はナデを施す 。復元 口径

18.6cm、 高 さ2.4cmを 測 る。47は 内 面 に回転ナデ 、外面 に回転ケ ズ リを施す。 内面 には火

だす きを有 す。焼成 は甘 く淡 茶灰色 を呈す 。 口径19 .6cm、 高 さ2.6cmを 測 る。

48、49は 壺 口縁で あ る。共 に内外 面回転 ナデを施す 。48は 内面 、49は 内外面 に 自然釉が

か か る。復 元 口径 は48が18.6cm、49が15cmを 測 る。

50は た こ壺 であ る。外 面 はナデ、 内面 は粗 いナデ後下半 の み布状 具で ナデを施す 。

51～55は 甕 であ る。51～53は 甕Aで あ り、復元 口径 は51が40.4cm、52が29 .2cm、53が26

cmを 測 る。54は 体 部のみ であ り、 外面 タ タキ、 内面 は上部 にナデ を施 す。 また、内面 は墨

の付 着 した と思 われ黒色化 して いる。55は 甕Cで あ る。外 面 は夕タキ、内面 はナデ を施 す。

復元 口径48.4cmを 測 る。

56～75は 土 師器 であ る。皿A、 皿C、 杯A、 高杯A、 甕、鍋A、 杯形土 師器 などが出土

した。量 的に は須恵 器片が多 い。

56～59は 皿Cで ある。57を 除 きaO手 法 を用 いて い る。58は 造 りが粗 .0、 底 部外面 の一

部が黒 色化 してい る。復 元 口径、 高 さは、56が13.3cm、2.5cm、57が13,9cm、2cm、58が
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14.8cm、2.6cm、59が14.5cm、2.6cmを 測 る。

60は 皿Aで あ る。b手 法 を用 いて 、 口縁部 は ヨコナデを施す 。 内面 口縁部体部 には横 位

ヘ ラ ミガキ を施 す。復 元 口径15.3cm、 高 さ2.45cmを 測 る。

61～65は 杯Aと 思 われ る。65以 外 は底 部 を欠 くため判 別が難 しい。61がA形 態 、62～65

がB形 態 で あ る。小破 片の ため調整 は不確実 であ るが、 口縁部 は ヨコナデを施す 。65は%

以 上残存 し、底 部外面 はヘ ラケズ リ、 口縁部 は強 い ヨコナ デ、内面 口縁 部 は強 い ヨコナデ

後暗文 、底部 内面 にナデを施 す。復元 口径 は61が18.1cm、62が19.4cm、63が19.8cmを 測 る。

65は 復 元 口径19.9cm、 高 さ4.2cmを 測 る。

66、67は 高 杯Aで あ る。 口縁 は66が 立 ち上 が り、67は 水平 にな る。共 に外面 ケズ リ後 ナ

デを施 し、 内面 は ヨコナ デ後 暗文 を施 す。復 元 口径 は66が23.9c皿 、67が25.6cmを 測 る。

68は 壼 で あ る。体 部外面 に縦位ハ ケ、 口縁 部 にヨ コナデ を施 す。復 元 口径15.3cmを 測 る。

69、70は 甕 で あ る。69は 外 面体部 縦位ハ ケ、 口縁部 ヨコナデ、 内面 体部ナ デ後 ハケ、 口

縁部 ヨコナデを施 す。外面 に はススが付着す る。70は 体 部外面 縦位ハ ケ、内面 はケズ リ、

口縁部 は ヨコナ デを施す。 復元 口径 は69は17.7cm、70は27.4cmを 測 る。

71は 高 杯A脚 部 であ る。11面 の面 取 りを もち、 内面 はケズ リを施す 。

72は 手つ くね土 器であ る。外面 はやや粗 いナ デ、 内面 は粗 いナ デを施す。1～5m皿 の 砂

粒 を多 く含 む。復元 口径9.8cmを 測 る。

73、74は 鍋Aで あ る。共 に体部外 面縦位ハ ケ、 口縁 部 ヨコナデ を施 す。72は 外 面 にス ス

が付着 す る。復元 口径 は72が35.6cm、73が24.7cmを 測 る。

75は 杯 形 土器で あ る。粗 製の土 器であ り、杯部 に は粘土接 合痕が 明瞭 に残 る。 口縁部 と

高台部 に ヨコナ デを施す以 外すべて 粗 いナデで ある。 口径24.4cm、 高 さ7cmを 測 る。

出土 層 は10、23、29、31、43、46、49、56～58、61、 が 上層 出土、38、47が 上 ・中層 に

て接合 、75は 井戸枠 内底部 出土で あ り、 それ以外 は中層 出土 であ る。

SD-207、208(図18)

76～78は 土 師器で あ る。76は 甕Bで あ り、 体部外面ハ ケ、 内面 ナデ、 口縁部 ヨコナデを

施す。細 片 とな って 出土 したため、復 元 には問題 を有 す るが 、 口径25.9cm、 高 さ26.8cmを

測 る。77は 把 手 で ある。ナ デを施す。78は た こ壺で あ る。 内外 面共 にナデ を施 す。
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図18SD-20了 、208出 土 土器

SX-204(図19)

79～82は 須 恵器で あ る。79は 杯B蓋 であ り、復 元 口径14,lcmを 測 る。80は 壺 で あ り、復

元 口径19cmを 測 る。81は 壷 で あ る。外面 には自然 粕が かか る。82は 壷Nで あ る。外面 は回

転 ケズ リ、 内面 は回転 ナデを施 す。

83～87は 土 師器で あ る。83は 杯で あ る。高台部 ヨコナデを施 す。84、85は 壼 で ある。84

は粗製 の土 器であ り、 強い ナデが残 り、外面 は縦 位ハ ケを施す 。復 元 口径 は84が10.4cm、

85が11.6cmを 測 る。86は 把 手で あ る。87は た こ壺 で ある。ナ デを施 す。

88は 弥生土 器壺底部 と思われ る。保存 不良 のたあ調整 不明。

SD-203(図19)

89、90は 土 師器壷で あ る。体 部外面縦 位ハ ケ、 口縁部 ヨコナデを施す。復 元 口径 は89が

17cm、90が15.6cmを 測 る。

一31一



図19 SX-204(了9～88)、SD-203(89～91)、SD-206(92)、

SD-4(93)、SD-11(94～98)出 土 土 器
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91は須恵器甕Bで ある。口縁部は強い回転ナデを施す。復元口径24cmを 測る。

SD-206(図19)

92は 土 師器甕であ る。体 部外面 、 内面 にハ ケを施す 。復元 口径28.8cmを 測 る。

SD-4(図19)

93は 土 師器婉で あ る。全体 にナデを施 し、復元 口径13 .8cm、 高 さ3.9cmを 測 る。

97の 須 恵器壺 の一 部 も出土 して い る。

SD-11(図19)

94～97は 須 恵器で ある。94は 杯 で あ る。底部 外面回転 ケ ズ リ、その他 に回転 ナデを施す 。

95～97は 壷 であ る。95は 壺Lで あ り、 回転 ナデを施 す。・復 元 口径7.6c皿 を測 る。96は 壺K

で ある。外面下部 に回転 ケズ リ、他 に回転 ナデを施 す。 この壺 はSD-4や 中 世の溝、 包

含層 よ り出土 し、接合 した もので あ る。97は 体部 であ る。 非常 に薄 く仕上 げ られて いる。

98は 土 師器皿Aで あ る。 復元 口径22.lcm、 高 さ2.4cmを 測 る。

SD-1(図20)

99～114は 瓦 器椀 であ る。 調整 は体 部外面 を指オ サエ、 口縁部 ヨ コナデ内面横位 ミガ キ

を施す。 見込み に格子 暗文 を持っ もの は、99、101、107、108、113が あ る。復 元 口径

は13～16cmを 測 る。高 台 は断面 台形 の もの が、99、114、115、 三 角形 の ものが107、108

で あ る。

116～119は 瓦 器小皿 で あ る。 口縁部 は ヨコナデ を施 し、118、119は 内 面 に ミガキ を

施 してい る。116、117は 内面 ナデ を施 す。外面 はナデを施 してお り、119は 指 オサエが

残 る。 復元 口径 は7.8～9.2cmを 測 る。

120は 土 師質羽 釜で ある。 口縁部 は くの字 を呈 し、 内外 面 ナデを施す。復 元 口径24cmを

測 る。

121、122は 須 恵器 こね 鉢 と思 われ る。122は 底 部外面 回転ヘ ラケズ リ、 その他 は回転

ナデを施 す。121は 内 外面 回転 ナデを施 し、外面上 部 は自然釉がか か る。復元 口径 は34cm

を 測 る。

123は 土 師器た こ壼 であ る。
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図20 SD-1出 土 土器
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図21 鋤 溝 群 出 土 土 器

124は 白磁玉縁 碗で あ る。細片 のた め 口径不 明。 内外 面灰 白色の釉が かか る。

125～127は 須 恵 器であ る。125は 杯A、126、127は 杯Bで あ る。

128、129は 土 師 器であ る。128は 底 部外面 に糸切 りを有す 皿 と思わ れ る。129は 皿 で

あ る。 保存不良 のた め調整不 明。

116は 下 層 、99～107、117、118、120、122、125、128は 中 層 、108～115、119、

121、122、124、129は 上 層 出土 であ る。

鋤 溝 群(図21)

130～132は 瓦 器椀片 であ る。保存 不良 のた め調整 は不 明。130はSD-1087出 土 、復

元 口径14.6cmを 測 る。131はSD-2035出 土 、復 元 口径14.6cmを 測 る。132はSD-1030

出 土 、復元 口径13cmを 測 る。

SD-13(図22、23)

133～147は 染 付 碗で ある。133、135は 小 碗 であ り、外面 に草文 が付 く。134～147

は丸 碗 で あ る。137、139は 草 文、136は 印 判が5ヶ 所 に付 く。138は 菊 花文、140は 笹

葉文 、141は 梅 木文 、144は 水 玉文が付 く。

148は 広 東 碗で あ る。149は 箱 型湯呑 で ある。復 元 口径7.6cmを 測 り、内面 に染付 を入

れ る。150は 皿 で あ る。外面 は草文、 内面 は横線 が ひかれ る。

151は 染 付鉢 と思 われ る。 高台底が露胎 で あ る以外 は釉 を施 し、 内面 に横 線を ひ く。

152、153は 陶 器擂 鉢で あ る。153は 体 部外 面 にケズ リを施 す。復元 口径 は152が18.4

cm、153は24.6cmを 測 る。

154、155は 軒 丸瓦 であ る。
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156は 焙 烙で あ る。復元 口径24.8cmを 測 り、外面 にススが付着す る。

157、158は 陶 器盤 と思 われ る。内面 に砂 目跡が あ り、157は 淡 緑 灰色、158は 内 面黄

灰 色、外面 茶色 の釉を施す 。

159は 陶 器壺 であ る。復 元 口径IOcmを 測 り、褐色 釉が かか る。

160は 陶 器花 入 と思 われ る。復 元 口径16.6cmを 測 る。

161～165は 磁 器で あ る。161は 白磁 、162～165は 青 磁 で ある。いずれ も無文で あ る。

166は 陶 器灯 明皿で あ る。

SE-2(図24)

167は 染 付丸碗で あ る。外面 に草花文 を付 け る。 口径10.7cm、 高 さ5cmを 測 る。

168、169は 陶 器で あ る。168は 復 元口径12cmを 測 る。169は 内 面 に砂 目跡を有 し、灰

色 の釉 がか か る。

170は 自磁である。灰 白色の釉がかかる。

図22SD-13出 土 磁 器
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SX-9(図24)

171は 平 瓦であ る。凹 凸面共 に工 具痕が 残 る。.厚 さ1.6cmを 測 る。

172は 須 恵器杯 であ る。本 遺構 出土 遺物 で は最 も大 きい破片で あ る。 口径12.4cmを 測 る。

173、174は 磁 器であ る。173は 灰 白色 の釉が かか る。174は 染 付 丸碗 であ る。外面 に

草 花文を付 け、復元 口径11.8cmを 測 る。

172は 掘 形 内、171、173、174は 枠 内 出土で あ る。

包 含 層 第6層 出土 土 器(図25、26図 版19)

175～182は1区 出土である。

175～180は 須恵器である。杯、杯蓋、杯Bと 杯類が少量出土 したのみである。177が

古いものである以外は飛鳥～平安時代の ものである。

図23SD-13出 土 遺物
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図24SE-2(16了 ～170)、SX-9(1了1～1了4)出 土 遺 物

181は 土 師器椀 であ る。 復元 口径13.4cm、 高 さ2,8c皿 を測 る。

182は た こ壺で あ る。 ナデを施す 。

183～202は 皿区出土須 恵器で あ る。杯 、杯B蓋 、杯B、 壺 、壷N、 趣 、甕 、壺Kな ど

が あ る。 時期的 に は1区 と同 じ傾 向で ある。°

192は 銅 鋺形杯 であ る。焼 成 は瓦質 を呈 し、外面 は灰黒色 、内面 は淡 茶灰色 を呈す。外

面 回転 ケ ズ リ、 内面 回転 ナデを施 し、 内面上部 には沈 線が1条 め ぐる。復元 口径18.4c皿 、

高 さ6.3cmを 測 る。

201は 壺Kと 思 われ る。 内外面 回転 ナデを施 し、外 面 カタ部、 内面底 部 には 自然釉 がっ

く。高台 にはヘ ラ状 工具 に よ り粗 いス カ シ孔 が4ヶ 所 あ る。

202は 甕 口縁部 であ る。 外面 に波状文 を施 し。復 元 口径45.4cmを 測 る。

203～214、216～218は ∬ 区出土土師 器であ る。 皿、高 杯、甕A、 甕B把 手 、甕C、

杯B、 た こ壺が あ る。

203、204は 皿 、205は 高 杯で あ る。皿 は囗縁部 は ヨコナデ、他 はナデ を施 す。復 元 口

径 は203が14.4cm、204が14.6cmを 測 る。205は 外 面 に面取 りを施 す。

甕 は復元 口径16～29.6c皿 を 測 り、保存不良 のた め明確で はな いが 、208、209、212、

213は 体 部 外面 に縦位 ハ ケ、208は 口縁 内面 にハ ケを施す 。

214は 杯 、216、217は 把 手で あ る。
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215は 黒色土器B類 椀である。

出土の状況は1区 では少量 出土す るのみであり、豆区では井戸、溝等の中世以前の遺構

が存在す る部分に集中 して出土 している。

図25包 含層第6層 出土土器
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包 含 層 第5層 出 土 土 器(図27、28図 版19)

219～257は 皿区 出土 であ る。

219～227は 須 恵器 であ る。硯(219)、 杯 蓋(220)、 杯B(221)、 杯(222)、 皿(223)、

壺(224～227)で あ る。

219は4ヶ 所 の スカ シ孔を もち、 回転 ナデ によ り非常 に丁寧 なつ くりで あ る。復元最 大

図26包 含層第6層 出土土器
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図2了 包含層第5層 出土土器
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図28包 含層第5層 出土遺物

幅15.6cmを 測 る。奈良 時代の もので は本 市初の 出土で ある。

228、229、231は 土 師器で あ る。231は 黒 色土 器A類 椀で ある。

232、234は 瓦 器椀 であ る。234は 黒 褐 色の ガ ラス状物 が付着 し、外面 に瓦器片が付 着

してい る。復 元 口径 は232が16.7cm、233が15cmを 測 る。

235、236は 瓦 器小 皿、237～244は 土 師器小皿 で ある。 口径 は6.8～9.4cmを 測 る。

243、244は 底 部外面 に糸切 り痕 を有す。

245～250は こね鉢 であ る。245は 瓦 質 であ り、他 は須恵 器で あ る。復元 口径25～28.4

cmを 測 る。

251、253は 軒 丸瓦 、252は 鬼 瓦片 と思 われ る。251は 蓮 華文の蓮 弁部分 のみで あ り、

問弁 はな い。-

254、255は 土 師質、256は 須 恵質 た こ壺 であ る。257は 土 師質真 だ こ壺で あ る。258

は土 師質土錘 で あ る。

皿区にっ いて は第5層 を分 けて掘削 したが、 出土量 は多 くない。時期 的 には13世 紀頃 ま

での もので あ る。

包 含 層 第4・5層 出土 土 器(図29～33図 版19)

259～342は1区 出土である。

259～277は 須恵器である。杯蓋、杯、高杯、爵 、壷、杯B蓋 、杯B、 壼、壺蓋等があ

る。本層についても時代幅が大きい。

276は 須恵器蓋 と思われる。外上方にのびるっまみをもち、 この形態は本例のみである。

一42一



278は 土 師器高杯、279は 黒 色 土器A類 椀 であ る。 須恵器以 外 は保存 不良の ため、調整

はわ か りに くい。281は 土 師器甕 で あ る。

280は 瓦 質 の甕で ある。 口径14.8cmを 測 り、外面 には タタキ状 のハ ケを施すが、 内面 は

不明 。

282～292は 瓦 器椀で あ る。細 片 とな って い るた め詳 細 は分 か りに くいが、器高 の浅 い

もの があ り、高台で は台形 の もの(285、287、290)、 三 角形 の もの(288、292)、 貼 りっ け

ただ けの ものがあ り、時代 幅が あ る。

293～304は 瓦 器小皿 であ る。復 元 口径7～10.2cmを 測 る。

305～308は 土 師器皿、309～320は 土 師器小皿 で ある。皿 は復 元 口径11.2～12.2cm、

図29包 含層第4・5層 出土土器
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小皿 は7～8.9cmを 測 る。319、320は 底 部外 面糸切 り後 ナデを施す と思わ れ る。

321、322は 土 師器で ある。底部外 面 は糸切 り痕 を有す。

323～327は 土 師器羽釜 であ る。復 元 口径19.2～29cmを 測 る。324～327は 紀 伊 系の も

ので ある。

328～331は 瓦 質 羽釜で あ る。復元 口径18.8～26.6c皿 を 測 る。

332～334は 羽 釜 の足で あ る。 いず れ も土 師質を呈す 。体部 がな いため明確で はない が

瓦質 の羽 釜 の もの と思われ る。

図30包 含層第4・5層 出土土器
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図31包 含層第4・5層 出土土器
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335は 瓦 質甕 と思 われ る。

336～339は 須 恵 質 こね鉢 であ る。復 元 口径24～27.8cmを 測 る。340～342は 瓦 質す り

り鉢 であ る。復元 口径25.8～32cmを 測 る。

343～360は 皿 区出土で あ る。

343～347は 須 恵 器で ある。 高杯、杯B、 杯B蓋 、壺 、平瓶 な どが あ る。347の 平 瓶 は

頸部横 の 円盤 充墳 が明確 に分 か る。

348は 土 師器甕 であ る。外面 にハ ケを施す 。

図32包 含層第4・5層 出土土器
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349、350は 黒色土器A類 椀である。保存不良のため調整 は明確ではないが、349は 内

面に ミガキを施す。

図33包 含層第4・5層 出土遺物
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351は 瓦 器椀、352は 瓦 器杯、353は 瓦 器小皿、354は 土 師器小皿 であ る。352は 杯 状

を呈 し、 他に例 を見 な い。復 元 口径7.6cm、 高 さ2.2cmを 測 る。355、356は 土 師器で あ

るが 器種 不 明。底部外 面 に糸 切 り痕 を有す。

357は 土 師質、358、359は 瓦 質 の羽釜で あ る。

360は 鬼 瓦片であ る。小片 であ るため詳細 は不 明で あ るが、 厚 さ約5cmを 測 る。

図34青 磁 ・ 陶 器
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青 磁 、 陶 器

361～381は1区 出土の青磁である。碗、皿、.稜花皿等が出土 している。小破片である

ため詳細は明確ではないが、ほとんどの ものが龍泉窯系のものと思われる。366～370は

外面に蓮弁文を施 し、366、367は1-5、368は 皿一4と 思われる。371は 雷文を施す。

379は 内面に不明確な文様を施 し、380は 花文を施す。381は 無文の稜花皿である。

382は1区 出土の天 目茶碗である。

383～393は 皿区出土の青磁である。 こちらも小破片であるため詳細は明確ではない。

図35白 磁
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図36青 花

383、384は 内面 に蓮弁文 、385、386は 外

面 に蓮弁文 を施す 。388は 雷 文 を施 し、体部 に

一部 蓮弁が あ る
。392、393は 稜 花皿 であ り、

内面 に花文 を施す。

394は 灰 釉 陶器小皿 であ る。復 元 口径8.4cm

を測 る。

出土層 位 は、361～363は 機 械掘削 中、364～382は 第4・5層 、388は カ ク乱 内、383

～385が 第4・5層 、386、387が 第4層 、389～391が 第5層 、392、393が 土 層 ベル

ト掘削 中の 第5層 内で あ るが第4層 と混 入 した 時の もの と思 われ る。394が 第4・5層 で

あ る。

白 磁(図35図 版20)

395～417は1区 出土 、418～428は 皿 区出土 の 白磁で あ る。青磁 と同 じく小 破片 であ

り、碗、 皿等 が出土 した。

395～402は 玉 縁碗で あ る。 口径14.6～16.4cmを 測 る。396は 外 面 に花文 を もっ。404

～408は 口縁部 が外反す る もので あ る。409は 外 面 に沈線 を もつ。414は 皿 で あ り内面 に

花 文を もっ。

418～421は 玉 縁 碗で あ る。 口径14.2～16.6cmを 測 る。422は 口縁 を外 反 させ 、外面1ご

沈線文 を施 す。423は 内 外面 に クシ 目文を もっ。424～427は 碗 、428は 皿 で あ る。

出土 層位 は、395が 表 採、396～414が 第4・5層 、418、421、428が 第5層 、419、

423～426が 第4層 、420、422、427が 第4・5層 出土で あ る。

青 花(図36図 版20)

429は 青花である。復元口径6.8cmを 測り、外面には花文、内面には2条 の横線がめ ぐ

る。後に火を受 けてお り、表面の釉があれている。本市初出土で16世 紀代のものである。

漁 具 類(図37)

430～445は1区 、446～455は 皿区出土の漁具類である。

430～433、435～438は 土師質、434、439は 須恵質のたこ壷である。土師質の もの

は須恵質の焼の悪いものも含まれていると思われる。調整の分かるものでは内外面ナデを
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施 す。

440、444は 瓦 質、441～443、445は 土 師質 の土錘 であ る。

446～449、451は 土 師質 、450は 須 恵 質の た こ壺で ある。 こち らも430～439の もの

図37漁 具 類
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と同様で あ る。

454、455は 土 師質土錘 であ る。

出土層 位 は430～43、445～453、455が 第4・5層 、444、454は 第4層 出土で あ る。

石 器(図38～40図 版21)

456～471は1区 出土石鏃 で ある。

456は チ ャー ト製 の凹基無 茎式 の もので あ り、上部 は欠失す る もの の、両側面共 に丁寧

な調整剥 離 を施す。

457～463は 凹基 無茎式、464、465、467は 平 基無 茎式、466は 尖 基 無茎式 、469は

凹 基有 茎式 、470、471は 尖 基 無茎式 のサ ヌカイ ト製 の もので あ る。466、467は 粗 い調

整を施す 以外 は丁寧 な もので あ る。

出土層 位 は456が 第4層 、457～459、461、462、464、467、469が 第4・5層 、

460、463が 第5層 、465、466、470、471が 第6層 、468がSD-1090出 土 で あ る。

472～477は 皿区 出土 であ る。

472～475は サ ヌカイ ト製石鏃 であ る。472、473が 凹 基 無茎式 、474、475が 尖 基 無

茎式 で あ る。472は 丁 寧 な調 整 を施 すが、他 は粗 い。

476は サ ヌカイ ト製石匙 であ る。調整 は粗 く、'未成 品 か と思われ る。最大幅6 .6cmを 測

る。

477は 結 晶片岩製 石包丁 であ る。残 りが悪 いため詳細 は不 明だが、紐孔 は1孔 のみ残 る。

出土層 位 は476が 第4・5層 、472が 第5層 、477が 第6層 、473がSD-1005、474

がSD-205、475はSD-2032で あ る。

金 属 製 品(図41・42)

478～483は 銅銭である。

478は 淳祐元宝、479は 皇宋通宝、480は 元豊通宝、481は 洪武通宝、482は 景徳元宝

483は 元O通 宝 と読める。478は 裏面に元の字が入 る。481の 明代のものを除けば、宋代

の ものである。

484は 刀子、485は 鉄鏃 と思われる。保存不良のため詳細は不明確だが、484は 断面台

形、485は 中空の舟形を呈す。

486～488は 鉄釘である。
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図38石 器
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図39石 器
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図40石'器
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出土層 位 は478～482、487、488が1区 第4・5層 、483がH区 第4層 、485が 皿 区

第5層 、485が 皿 区第5層 で あ る。

i

図41金 属 製 品
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SE-201出 土 木 製 品(図43～49)

489～497は 井戸枠である。5枚 か ら構成 される井戸枠であったが、取り上げ時に8枚

に割れて しまった ものである。材の造 りから船材を転用 している。

489～491は 模式図1の 部分である。489右 側面右 と490右 側面左が下をそろえて接合

し、490の 右側面右と491右 側面左が接合す る。最大厚9cmを 測 り、井戸上部にあたる部

分は腐食が進んでいる。489右 側面右は船ベリであ り丁寧に曲面加工を施 し、ほぼ中央に

船梁のためと思われる孔を穿つ。底部の一部から側面までの ものと思われ、船の高 さ約40

㎝を測 る。船の内側に当たる面では焼けた部分が残 る。

492、493は 模式図2の 部分である。492右 側面右と493右 側面左が接合する。最大厚

8.5c皿 を測 り、井戸上部にあたる部分は腐食 している。492の 船内側部分は1ヶ 所に焼け

た跡が残る。493は 船内外側共に手斧痕が明瞭に残 る。493は 右側面右が船べ りであり丁

寧に曲面をつけ、中央に船梁孔1孔 を穿つ。ほぼ底部か ら側面まで残 り、底部幅約45cm、

高 さ約40c皿を測る。

494、495は 模式図4の 部分である。494右 側面右 と495右 側面左が接合する。最大厚

図42金 属 製 品
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8cmを 測 り、井戸上部 にあたる部分は腐食 している。494は 焼けた跡、手斧痕 はなく、495

は船内外側あわせて4ヶ 所の焼けた跡が残 る。495右 側面右は船べ りであ り丁寧に曲面 を

っけ、上部 とやや下部 に船梁孔2孔 を穿っ。底部の一部か ら側面の ものであり、船梁孔の

傾 きを考えると現存高約50cmを 測 る。

496は 模式図3の 部分である。最大厚6cmを 測る。左側面には手斧痕、右側面には焼 け

た跡1ヶ 所が残 る。右側面左は船べりであり、中央に船梁孔1孔 を穿つ。側面だけのもの

であり、高さ等は不明である。

497は 模式図5の 部分である。全体に腐食が進んでおり、手斧痕等 は確認できない。最

大厚4.5cmを 測 る。本例 は船材であるというより、板材 としか云えない。ただ、船材であ

るな らばシキ板 と考え られる。

489～496は 加工状況、形状か ら船材であることは確実であるが、井戸上部にあたる部

分は腐食が激 しく、同一船の接合関係は追 いにくい。木種ρ同定は行っていないが同一種

のようで あり、焼けた跡、手斧痕、船べ りの加工、梁孔など類似 してお り、同一船の可能

性は高い。同一船と仮定するとその大 きさか ら、494・495は 中央付近、489～491、492

・493は 船首若 しくは船尾寄 りの部分であることが推定できる。

船の形態は、ワダナと呼ばれる船側板を取付けるための孔が認め られず、本体に直接船

梁のため と思われる孔を穿 っていること、計測の方法に不安があるものの、船の高さが高

いことな どか ら独木舟 と判断できる。

井戸枠に転用されるまでの経緯にっいては定かではないが、加工の状況か ら未製品を転

用 したものとは考えに くく、完成品から転用 した可能性は高いと思われる。

498、499は 枠内底部出土のっちのこである。共に加工痕は認め られない。 また、共 に

樹皮が残 ってお り、切 り出 した材をそのまま加工 し造 っていることが伺える。498は 長 さ

15.5cm、 最大厚5.7cm、499は 長さ16.5cm、 最大厚5.5c皿 を測る。使用痕が認め られない

ことから実用品を廃棄 しただけとは考え られず、精神的な遺物 と思われる。

500は 蓋板と思われる。約%の み残存するため大 きさは不明だが、現存長16.5cm、 厚 さ

7皿mを測 る。ほぼ中央に円孔を穿っ。右側面 は焼けた痕と思われる黒色化 した部分がある。

加工痕等は確認で きない。

501は 底板と思われる。現存直径16～16.4cm、 厚 さ5mmを 測り、やや歪んでいる。両面

共に加工痕が認められる。大きさが類似するため、500と セッ トをなす可能性がある。

502は 底板である。他のものより小振 りで分厚い。現存長14cm、 厚 さ1cmを 測る。保存
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490

489

0 50 100cm

図43 SE-201出 土 木 製 品
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492

図44 SE-201出 土 木 製 品

一61～62一



0 40 $gym

図45 SE-201出 土 木 製 品
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497

0 50 10pcm

図46 SE-201出 土 木 製 品
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状態がやや不良あため加工痕は明確ではない。左側面は漆を塗っているようで黒色化 して

いる。

いずれのもの も側面 に木釘穴 は認められず、また、側板になるものも出土 しなかったた

め、曲物に使用 していない可能性 もある。

0 20cm

図4了SE-201出 土 木 製 品
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500

501

0 lOcm一
図48 SE-201出 土 木 製 品
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図49SE-201出 土 木 製 品
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第4章 ま と め

今回の調査 は多 くの制約のため、充分な調査が実施できたとは云えない。 しか し、厳 し

い条件下ではあったが、新たな事実が判明 し、今後に問題を残すものの一応の成果 は得 ら

れた ものと思われる。

以下、遺構、遺物に分けて、その成果にういてまとめる。

。遺 構

時期が判明 したものは、飛鳥時代、奈良時代、中世、近世の4時 期である。

飛鳥時代はSD-209～211が 挙げられるのみである。検出状況、遺物の接合関係か ら、

後世に大幅な削平を受けていることが考え られ、他に遺構を検出できなかったなど、当時

期の様相 にっいて述べることは難 しい。逆に溝内か ら出土 した弥生時代後期の土器か ら、

本溝若 しくは本溝周辺に、本遺跡では明確ではなかった弥生時代集落存在の可能性 は高ま

ったことは興味深い。

奈良時代は、調査区において北部と西部に集中 し、また、第6層 が堆積する部分下の地

山面に存在す るという傾向を示す。第6層 が堆積 しない部分には、一面中世の遺構が広が

っており、単純に考えれば中世に大幅な削平を受けたため、第6層 及びそれ以前の遺構が

存在 しないと云え る。 しか し、当時期の遺構は深いものばか りであり、上記のように単純

に削平を受けただけとは云えない状況がある。いずれに して も、遺構の広がりは調査区外

に広が っていることは明 らかであ り、集中度の高い西部にっいては、内容か らも一つの中

心地の一角を検出 したと云えよう。ただ、そのさらに西は底部を掘削 してあることが判明

している池地であるため、すでに遺構は破壊されている。

中世は大溝 と全面に広がる鋤溝群が挙げ られる。建物等 はまった く検出せず、中世以降

は調査地全面は農地であったことが考えられる。大溝は磁北に対 して西へ30° ふ り、鋤溝

はそれに対 して並行、直角と規制 されている。方向の変化部分では畦や溝などの構造物は

な く、また、鋤溝が切 り合い関係を もっているので、それぞれが完全な小区画であること

は断言はできない。 しか し、方向性を もち、区画できると云うことは明 らかである。本地

域は古代の条里制が残るとされる地域ではあ り、磁北に対 して西へ約36° 振った方向が想

定されている。今回検出 した中世の区画若 しくは方向性が周辺地域すべてに及んでいると

は云えないが、少 なくとも本調査地においては、想定されている条里に合 うものは検出さ
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れず、現状か ら想定 されている方向での条里は存在 しないことが明らかとなった。

近世は溝、井戸等がある。集落的な様相な認められず、中世か ら市役所が当地に移転 し

てくるまでは、田園が広が っていたものと思われる。

。遺 物

遺物 は縄文時代から近世までの遺物が出土 した。大部分は土器であり、包含層か ら出土

しているため細片となっているものが多 く、出土量に比べて図化できたものは少ない。

'以下
、特徴的な事実にっいて述べる。

石器類、サヌカイ ト片にっいては、本遺跡が出土量の少ない傾向を示 し、今回の調査に

おいて も同様であった。図示 したものは製品のみであり、その他石核、細片等 も少ない。

大部分が縄文時代、弥生時代の ものであるが、少量風化の激 しい細片もあり、旧石器時代

に溯る可能性 もある。

土器では弥生時代後期が初元である。後世の溝、井戸等からの出土であ り、保存状態 は

良好で はないが、本遺跡において存在するとされる弥生時代集落の手掛りが得 られた意義

は大きい。

古墳時代の ものは、当時期の遺構を検出せず、後世の遺構、包含層より出土 したのみで

ある。そのため細片 となっているが、量 的には割合多 く、周辺に遺構等が存在 していた可

能性 は高い。

飛鳥時代 は遺構内から出土 したが、圧倒的に包含層か ら出土 した ものが多い。 したが っ

て、古墳時代同様、当時期にっいて積極的に述べることは難 しい。

奈良時代では井戸掘形より多量の土器類が出土 し、 皿区の第6層 か らも多量に出土 した。

井戸の遺物 は須恵器が多 く、また、内面 に墨の付着 した ものが数点存在 している。包含層

か らの ものは土師器の保存状況が不良なため、須恵器ばか りが目につ くように感 じるが、

土師器 も割合存在する。

第5層 か らは円面硯が1点 出土 した。全体のシf。程度の破片であるが、丁寧なっ くりで

ある。本市では奈良時代の硯が出土 した初例であり、本調査地北西150mの 地点で出土 し

た平安時代の例 と合わせ ると2例 目である。

平安時代はE区 第6層 か ら主に出土 した。当時期の遺構はなく、包含層より出土 してい

るたあに保存状況は不良である。1区 第6層 に関 しては平安時代に形成されたことは明 ら

かであり、遺物の状況からはそれ以前の遺構上面を削平するような開発が存在 したことが

伺える。
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中世は全出土土器の大部分を占める。大溝SD-1は 規模の割には出土量 は少な く、ま

た、他遺構 もほとんどが鋤溝であるため、細片が少量つつ出土 したのみである。 したが っ

て、大部分 は包含層出土のため保存状況は不良である。年代的には、瓦器椀から13世 紀以

降であり、他の遺物か らは16世 紀までの ものであることが判明 した。

陶器類は少量出土 しただけであるが、磁器類は破片ではあるが多量に出土 した。器種的

には碗 と皿に限 られ、他の ものはまった く出土 しない。年代 は12世紀か ら16世紀 にかけて

の ものである。近年の調査から、本市では中世の磁器類が数多 く出土することが明 らかと

なりっっある。地域的には海岸部からやや内陸に入 った麻生中地区にかけて、13世 紀代を

中心 としたものが出土 している。小破片となっているため詳細については不明確であるが、

地方の一集落におけるこれ らの磁器類の価値を考え る上では注目に値す る。現状か らは海

岸部の港 とかかわ りがあることは明らかである。

近世 は肥前系磁器、.陶器参ど炉出土 した。溝、井戸などからの出土であるが、集落的な

様相のない地区にもかかわ らず、多量 に出土 していることは興味深い。年代的には近世末

頃のもの と思われ る。

。SE-201に ついて

本井戸 は掘形上部直径4m以 上、深さ1.8mを 測 る。篠原豊iの 平城京の井戸集成に

よると、掘形直径 は規模の判明する例197例 中4mを 越す例は16例 を数え、約8%を 占め

るのみである。井戸の規模 は立地の条件により左右されるであろうが、平城京において も

直径4m以 上あるものは極少数であり、本例は大型のものであることは確実である。

掘形か らは大量に須恵器、土師器が出土 し、須恵器は精緻な作 りの ものが多 く含まれ、

墨書をもつ ものはないものの、内面に墨が付着 していると思われる杯、杯蓋、甕体部があ

り、和泉地域では他に例を見ない ものである。斎串、人形等のいわゆる祭祀遺物 は出土 し

なか ったが、掘形か らは曲物底板、井戸枠内底部か らは実用とは思われない粗い作 りの土

師器1点 、使用痕のないっちのこ2点 が出土 し、祭祀の痕跡は認められる。

井戸の規模、出土遺物の状況からは平城京内に匹敵す るものである。また、井戸付近の

包含層からは円面硯が出土 し、地方の一集落と考えるより郡衙などの行政庁 と考えた方が

自然である。本例だけをもって郡衙 と断言することは尚早であるが、今後の調査に大きな

指標を与えた興味深い例であることは確実である。

参 考 文 献

篠原豊一 「平城京の井戸 とその祭祀」r奈 良市埋蔵文化財調査センター紀要1990』1991年
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